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一　文字に関して

　本文の日本語のフォントは明朝（ただし章・節のタイトルはゴシック）、英数字はTimes New Romanとする。本文のフォントサイズは１０．５とし、二段組で三〇字×二三行とする。論文タイトルのフォントはゴシック、タイトル・サブタイトル・執筆者名のサイズは十二とする。
二　原稿用紙枚数

　各種文書は図・表なども含めて、規定の枚数で提出すること。規定枚数はそれぞれ、論文（一六〇〇〇字程度）、研究ノート（一二〇〇〇字程度）、書評（四〇〇〇字程度）、参加記（四〇〇〇字程度）とする。全て図・表などを入れた分量である。
三　原稿の書き方

　インクは黒とし、印字のカスレや濃淡のムラがないこと。片面で印刷すること。

四　章の書き方

　章番号は「一、二」と全角漢数字で表し、三字下げとする。また、章番号と章見出しの間は全角スペース一文字分をあける。章と章の間には一行あける。ただし、章の始まりがページの先頭の場合は、空白を必要としない。章番号・章見出しのフォントはゴシックとし、サイズは１０．５とする。

　　四・一　節の書き方

　節番号は「四・一、四・二」と全角数字で表し、二字下げとする。節番号と節見出しの間は全角スペース一文字分をあける。節と節の間には一行あける。ただし、節の始まりがページの先頭の場合は、空白を必要としない。節番号・節見出しのフォントはゴシックとし、サイズは１０．５とする。

　　四・一・一　小節番号の書き方

　小節番号は「四・一・一、四・一・二」のように全角文字で表し、二字下げとする。小節番号と見出しの間には全角スペース一文字分を空ける。小節については行の空白を必要としない。小章番号・小章見出しのフォントはゴシックとし、サイズは１０．５とする。

　　　五　図、表、写真

図、表、写真の文字や数字は本文と同じ大きさにする。図と表は、原稿用紙の任意の箇所にワードの機能を用いて貼り付けることが望ましい。

図番号はアラビア数字（全角文字）、キャプションは明朝（英文はTimes New Roman）とする。図番号の後に全学スペース一個を空けて、キャプションを記す。

図番号とキャプションは、図の下部に中央揃えで配置する。本文の間に図を配置する場合は、図番号、キャプションの後に一行の空白を挿入する。

図版は高解像度のビットマップ、または、ベクトルデータ形式とする。印刷品質の悪い図版は版下原稿として利用できないので注意が必要である。

　表も同様であるが，表番号、キャプションは表の上部に中央揃えで配置すること。

写真は、デジタル写真であればデジタルデータを、アナログ写真であれば鮮明にスキャンしたものを使用する。ワードの機能を用いて任意の箇所に収まるように貼り付ける。原稿用紙枠をはみ出ないこと。

出版社やゲーム会社等の著作物（スクリーンショット等）を使用する際は、著者自らがゲーム会社の許諾を得ること。また、その企業に著作権があることを表記する。

　　　六　引用に関して

　史資料やインタビューなどの引用に関しては、２字下げとする。具体例としては次のようになる。
　　このように２字下げをした上で、史資料などからの引用とする。なお、必要であれば、「資料１」、「資料２」などの番号を付しても構わない。
　また、引用文と本文との間は一行あける。引用元の史資料の注記に関しては、注や文献注などを活用すること。
　　　七　注・文献注について

　記述内容に直接関連のある注は、本文中における該当箇所に、このように（
）全角カッコを付与した上で、文末脚注とする。また、文献注などが必要な場合は、全て文末に注として掲示する。日本語文献の論文名は、「　」、書名・雑誌名は『　』でくくり、

吉田正高「江戸隣接村における鎮守の成立と寺院―別当寺と地域住民の鎮守認識」（日本史攷究会編『時と文化―日本史攷究の視座』日本史攷究会発行、二〇〇〇年）。
のように記述する。英語文献の場合は雑誌名をイタリックで表記し、翻訳がある場合は明記する（
）。
　　七・一　アニメ注・ゲーム注・ウェブサイト注・音楽注
　ゲーム注・アニメ注・ウェブサイト注に関しては、必要であれば、文献注と同様に文末に掲示する。アニメ注はDVD、VHSの場合は、作品名・製作元・販売元・販売年の順で表記し、テレビアニメの場合は作品名・製作元・放送局・放送年の順で表記する。また映画に関しては作品名・監督名・製作元・封切年の順で表記する。例として次を挙げる。
「鉄腕バーディー　BIRDY THE MIGHTY ACT.1」マッドハウス、バンダイビジュアル、一九九六年。
「鉄腕バーディー　DECODE」A-1 Pictures、独立UHF局、二〇〇八年。
「機動警察パトレイバー the Movie」押井守、スタジオディーン、一九八九年。
　ゲーム注に関しては、ゲーム名・開発者・販売者・公開年、ハードウェア［ゲームが非販売の場合、ゲームを入手できるURLがあれば、そのアドレスを追記］の順で表記する。例としては次のようになる。

「LADY PEARL」紫部唯、二〇〇四年、[http://banpaku.sakura.ne.jp/　現在は閉鎖]。
「東方紅魔郷」上海アリス幻樂団、上海アリス幻樂団、二〇〇二年、PC。
「テイルズ オブ ファンタジア」ウルフチーム・ナムコ、ナムコ、一九九五年、SFC。
　ウェブサイト注に関してはサイト名・管理人名・[URL]、最終閲覧日の順番で表記することにする。例としては次のようになる。

「コンテンツ文化史への誘い」吉田正高、[http://contentshistory.g.hatena.ne.jp/dokubero/]、二〇〇八年十二月十日。
　音楽注に関しては、楽曲名・アーティスト名・販売元・発表年の順で表記をする。なお、アルバム作品などに収録されている楽曲の場合楽曲名のあとにカッコで囲んだ上で、アルバム作品名を『』で囲み、表記すること。例としては次のようになる。

「ポリリズム」Perfume、徳間ジャパンコミュニケーションズ、二〇〇七年。
「終末のコンフィデンスソング」（『SUPERMARKET FANTASY』）、Mr.Children、トイズファクトリー、二〇〇八年。

　なお、アニメ注・ゲーム注・ウェブサイト注・音楽注に関しては、作品名・ウェブサイト名・楽曲名を一重カッコで囲むことにする。また、マンガ作品やライトノベルなどに関しては文献注を参考にすること。
　　　八　その他

　投稿の際、原稿を送るほかに、英文タイトルと執筆者の所属を知らせること。



コンテンツ文化史執筆要綱


―サブタイトルはこちらに―


名前はこちらに
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図１　コンテンツ文化史執筆要綱
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（�） こちらに注を執筆する。なお、本文にある注と同じように全角カッコを使用し、一行目から二行目にうつる際、全角スペース分の段落差が出るようにする。なお三行目からは二行目と同じ位置からはじめる。


（�） なお、文末脚注・文献注・アニメ注・ゲーム注・ウェブサイト注・音楽注に関してフォントサイズは全て■■■とする。





文献注


吉田正高「江戸隣接村における鎮守の成立と寺院―別当寺と地域住民の鎮守認識」（日本史攷究会編『時と文化―日本史攷究の視座』日本史攷究会発行、二〇〇〇年）。


吉田正高『二次元美少女論』二見書房、二〇〇四年。


Giddens, Anthony, Central Problems in Social Theory, London and Basingstoke: 


Macmillan, 1979.（＝友枝敏雄・今田高俊・森重雄訳『社会理論の最前線』ハーベスト社、一九八九年。）





アニメ注


「鉄腕バーディー　BIRDY THE MIGHTY ACT.1」マッドハウス、バンダイビジュアル、一九九六年。


「鉄腕バーディー　DECODE」A-1 Pictures、独立UHF局、二〇〇八年。


「機動警察パトレイバー the Movie」押井守、スタジオディーン、一九八九年。





ゲーム注


「LADY PEARL」紫部唯、二〇〇四年、[http://banpaku.sakura.ne.jp/　現在は閉鎖]、PC。


「東方紅魔郷」上海アリス幻樂団、上海アリス幻樂団、二〇〇二年、PC。


「テイルズ オブ ファンタジア」ウルフチーム・ナムコ、ナムコ、一九九五年、SFC。





ウェブサイト注


「コンテンツ文化史への誘い」吉田正高、[http://contentshistory.g.hatena.ne.jp/dokubero/]、二〇〇八年十二月十日。


「Yahoo! Japan」ヤフー株式会社、[http://www.yahoo.co.jp/]二〇〇八年十二月十日。





音楽注


「ポリリズム」Perfume、徳間ジャパンコミュニケーションズ、二〇〇七年。


「終末のコンフィデンスソング」（『SUPERMARKET FANTASY』）、Mr.Children、トイズファクトリー、二〇〇八年。
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